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13.1 はじめに一科学・社会・倫理一

「科学と社会」という課題設定の背景には,「科学における倫理性」という

問題意識が潜在してぃる.しかし一口に「倫理」や「倫理性」と言っても,

その意味するところは必ずしも自明ではない.そこで本章では,「イ而理字」

そのものの起源へと遡り,「倫理」および「倫理学」の本源的意味と課題を確

認することにしたい.これは「科学と社会」という,言わぱ応、用倫理学的な

問いへと立ち向かうための,ーつの基礎的考察である
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13.2

第 13章倫理学とはどんな学問か

「倫理学」は「哲学」を構成する一領域であり,「晢学」は古代ギリシアの

知的活動に源を有する学問のーつである.

「哲学」と「倫理学」

「哲学」の語源はギリシア語の中【入0δ0φ{Ⅸにある.この語は,中【入dv (愛

する)とσ0中(Ⅸ(知)の二っの要素から成っている.古代のギリシア人たち

は秩n」の根本的対象として,「真」餘加E峨・「善」←b) dΥα゛仇・「美」仁δ)
XⅨ入6νという三つの基本杉死念を措定していた.ここから,「真」なるものに

ついての知δ0中〔Ⅸを愛し求める「理論学」゛EωPητⅨ力,「善」なるものにっ

いての知中P6νr1σにを愛し求める「実践学」πPαχτⅨ力,そして「美」なるも

のにっいての知(術)τξχ川を愛し求める「制作学」π0げ1τⅨ力という,「哲

学」を構成する三つの基本領域が成立することになった.これをアリストテ

レス田.C.384-322)が確立した学問の体系、1,及び現代の哲学区分と対応

させるなら,おぉよそ図 1(P.233)のように整理することができる.

☆柴崎文一☆

アリストテレスによる「哲学」の体系区分は,基本的に,当該の学的営み

ξπLσて力μηが係わりをもとうとする対象の本質的特性に基づいている.この

本質的1手性には,まず二者が大別される.ーつは「それ以外の仕方において

あることのできないもの」であり,もうーつは「それ以外の仕方においてあ

ることのできるもの」である、2.

「それ以外の仕方においてあることのできないもの」とは,そのものの真

理蝕力0εLⅨが認識できるようなもののことである.このようなものの典型

として,アリストテレスは「自然」甲0仇くと「数」如L0μ6くと「神的な存在」

、1 Cf. 1〕1 1025b18-26,1064a16-19.アリストテレスの原典にヌJする参照指尓およひ原典
からの引川については,憤例にしたがい,ベッカー版のぺージ数等を表示する

、2 {3]Ⅱ39舒、8



13.2 「哲学」と「倫理学」
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τδ 0ετ0νをあげている、3.そしてこれらにっいての知δ0甲〔Ⅸの獲得をめさ

す学的領域が,総称して「理論学」 OEωPητⅨ力と呼ばれる.

一方,「それ以外の仕方においてあることのできるもの」の典型としては,

人間の行為πP&&くと制作活動πomσtくがあげられる.そして前者に係わる

知甲P加ησLくにっいての探求領域が「実践学」πPαχてⅨ力と名づけられ,後者
に係わる知(術)て'χ川の探求領域が「制作学」πOLητⅨ力と名づけられる、4.

図 1からも明らかなように,現代の哲学区分は,ほぼこうしたアリストテ

レスによる学問(哲学)の体系区分に拠っている.そして今日,我々が「倫

理学」と呼んでいるものも,アリストテレスの言う「実践学」にその淵源を

^
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図 1:アリストテレス哲学の体系と現代の哲学区分
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有している.したがって以下本小論では,しばらくアリストテレスの説によ

りながら,「倫理学」に認められる基本的な概念規定を確認、してみることに

したい.

第13章倫理学とはどんな学問か

13.3 アリストテレスは倫理学書を独立した書物と

しては書いてぃない

がある.

アリストテレスの倫理学書として伝えられているものには次の三つ

『ニコマコスィ命理学』'H0Ⅸd NⅨ0μdχ訊Ⅸ(Ethica Nicomachea)

「エウデモスィ兪理学』'H0Ⅸd E0δ力μ以Ⅸ(Ethica Eudemia)

「大道徳学』'H゛Ⅸd μEYd入Ⅸ(Magna Moralia)

☆柴崎文一☆

これらのうち「大道徳学』は,後人の手による偽書であると見られている.

「エウデモス倫理学』については,今日,ほぼアリストテレスの著作であろ

うと見られているが,その成立をめぐって,なお議論の余地がないわけでは

ない、5.したがってここでは,『ニコマコス倫理学』をおもな手がかりとし

ながら,彼の「倫理」ないし「倫理学」に関する概念規定を確認、してみるこ

とにする

「ニコマコス倫理学』については,構成上の観点から,興味深い点を指摘

することができる.まずこの書の冒頭部分には,実践学的(倫理学的)研究

が必然的に「政治学」力π0入比Ⅸ力へと発展することになるという指摘が見ら
れる、6.そして末尾では,「国制」π0入【τεfαに関する議論の必要性を提起し

ながら,この書は未完のまま終わっているのである.これらの点から見て,

' cf. 15] PP.389-415
、6 131 1094blo、H

日今



アリストテレスの「政治学』は,いわゆる「政治学」ではない13.4

「ニコマコス倫理学」は,「国制」に関する議論をテーマとする彼の「政治学』

Tdπ。入ιτⅨd と緊密に呼応してぃることは明らかである.したがって,しぱ

しば1酎商されるように,元来,アリストテレスの構想、においては,広い意味

での国制,すなわち「社会」全般のあるべき姿に閧する学としての「政治学」

が念頭にあり,とりわけ社会の構成員たる個人のあるべき姿を扱った前半部

が,後人によって独立させられ,「アリストテレスの倫理学書」として流布

するようになったとも考えられる、フ.またこうした見方は,「ニコマコス佃

理学』の中では,独立した学問領域としての「倫理学」を意味する力卵Ⅸ力

という表現が一度も使用されていないということともよく符合している.

しかし私見では,むしろ,彼の構想、においては,まず「実践学」πPⅨXTⅨ力

という大きな枠組みがあり,その中で,とりわけ個人としての人間のあるべ

き姿に力点をおいた部分が,現在一般に彼の倫理学書として流布するものの

中に表されており,社会のあるべき姿を論じた部分が,「政治学』に相当す

ると考えた方が,アリストテレス哲学全体の体系性とよく整合するように思

われる.
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13.4 ル曳治学』は,いわゆる「政アリストテレスの

治学」ではない

ここでアリストテレスの『政治学』について,一言注意を喚起しておくこ

とにしたい.今日,「政治学」という言葉から連想、されるものは,現代社会

の政治システムや政策に関する社会科学的な調査・研究であろう.しかし,

アリストテレスの「政治学」で述べられている事柄は,このような現代的な

意味での「政治学」とは異なる点が大きい

確かに『政治学』のなかでも,当時のギリシア世界に存在していた様々な

、7 Cf.[6] PP.46 f
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政治システムや政策に関する批判的な検討は行われている.しかし,『政治

学』全体の目差すところは,むしろポリスπ6入tくという言葉で呼ばれる「社

会」のあるべき姿を積極的に提示することであり現実の政治システムや政,

策に関する検討は,こうした積極的な提言を行うための準備的考察であると

言える.換言すれぱ,『政治学』の射程は,現代のいわゆる「政治学」よりも

ずっと大きく,敢えて言えば,「社会哲学」という名で呼ばれるべきものに

近いのである.

第 13章倫理学とはどんな学問か

ここでーつの批判が予想される.それは,アリストテレスが『政治学』に

おいて語っているポリスは,あくまでも当時のアテネに代表されるような

「都市国家」であって,これを今日の「社会」と同一視することはできない,

とするものである.

確かに『政治学』においてアリストテレスが理想的なポリスのあり方とし

てあげている個々の事項は,当時の歴史的条件に制約されたものであって,

これをそのまま短絡的に現代社会に適用することはできない.しかし同じく

当時の歴史的諸条件の下で成立している倫理学書の中から,多くの普遍的な

論点を汲み出すことが可能であるように,彼が「政治学」力π0入にⅨ力の体系
において念頭においている概念としての「ポリス」π6入Lくに,同じく普遍的側

面を読み取ったとしても,このことのどこに問題があるというのだろうか.

むしろ,このような解釈を否定するということは,アリストテレスの「政治

学」には,時代を超えて生きつづける普遍的側面が全くないと主張すること

に等しいと言える.

☆柴崎文一☆

筆者はここで,アリストテレスが理想的な社会の成立要件として提示した

個々の具体的事項を,現代社会にそのまま適用しようとしてぃるのではな

い.筆者がここで行っていることは,「倫理学」という学問のルーツである

アリストテレス実践学の体系おいて,「社会」π6入〔くという概念がもつ形式的

役割を確認しているにすぎないのである.



アリストテレス実践学の根本課題一善と幸福一13.5

加えて, r政治学』の原題とされるてdπ0入にⅨd は,独立した学問としての

「政治学」力π0入にⅨ力を意味するものではなく,「ポリスにかかわる様々なこ
とがら」といった意味の中性形容詞複数形から成っているという点にも注目

しておきたい、8.このことは,すでに標題からも,彼のこの書は,限定され

た意味での「政治」を扱うものではなく,ポリスという言葉で呼ばれる「社

会」の諸問題を扱うものであるということを示唆していると言えよう.した

がって,『政治学』という和訳名から,現代の社会科学における「政治学」を

イメージすると,大きな誤解にもっながりかねないので注意が必要である.

13.5 アリストテレス実践学の根本課題

幸福一

概して言えば,「倫理学」は伝統的に,「善」←b) dYⅨ0加,b0加m,ないし

は「正義」δⅨ叫0σ0νη,justitia の探求に係わるものであったと言ってもよい
だろう.

アリストテレスの実践学(倫理学)も,この両者に関する深い考察を含ん

でぃる.しかし,彼の探求がいかに精緻な「正義」に関する考察を含んでい

ようとも彼の実践学的探求全体を強く貫いているものは,「人間にとって,

の善」、9とは何であるのかという「問い」の探求であるということは明白であ

る.そして彼のこれに与えた答えが,「幸福」E0δⅨΨ0ⅥⅨの実現なのである.
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一善と

、8 これは築者の単なる推測に過ぎないが,「政治学」を意味する英単誥の PoliticS が単数扱
いの複数形であるのは,アリストテレスの「政治学』てdπ0太にⅨd が複数形の表現である
ということに関係してぃるのであろうか.もしそうであるなら,現代の PoliticS は,元
来の意1米からだいぷ籬れているようである.しかし,舌うまでもなく,アリストテレス

の11、タ代と現代とでは,「社会」の状況が大きく異なるのであるカヰハ言菜の意味か変化し
てぃるのも当然であると言えるかもしれない.同様のことは,他の様々な学問領域を意

咏する表現についても言える

、9 131 1094b7
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アリストテレスによれば,人間にとっての「幸福」とは,人間の本来もつ

働きそPY0νが十分に発揮されたときに実現されるものであるとされる、10

そしてあらゆる存在者のうちで,人間にのみ見出される固有の働きとは,「ロ

ゴス入6Y0くを有した(心ψUχ力の)活動πPαχτⅨ力」、11に基づくものである

とされる.ロゴス入6Y0くとは,ギリシア語でル里性」,侍命理」,「言葉」等を

意味する極めて多義的な語である.しかし,いずれにしてもアリストテレス

に従えば,人間は,こうした「ロゴスを有した心の活重刎を勝れて遂行する

ことによって,「幸福」を実現できるというのである

第13章倫理学とはどんな学問か

さらに,「ロゴスを有した心の活動」を勝れて遂行することが「徳」 dPεて力
であるとされる、12.それ故にまた,「徳」に基づく心の活動こそが「善」で

あり,人間にとっての本来の「幸福」の実現にもつながるとされるのであ

る*13

☆柴崎文一☆

B.6

「ロゴスを有した心の活動」には,二種類あるとされる.ーつは,言わば

ロゴスの力に与って「思考」δ【dvoLⅨを展開するものであり、14,もうーつは

ロゴスに従って「実践」πPaξLくを志向するものである、15.前者の卓越性が

「知性的徳」δ脚0苹Ⅸ力dρE角と呼ばれ,後者の卓越性が「倫理的徳」加Ⅸ力
dpEτ力と呼ばれる、16

「知性的徳」と「倫理的徳」

「知性的徳」には,観照゛εωP〔αにおいて「真理」 d入力゛ELⅨを認識すること

、10 {31 1097b24
、11 {31 109803-4
、,2 131 1098015
、13 131 1092015-18
、1' 131 11030H
、15 Cf.[31 109803-5
、16 [3] 1103aH、15
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によってもたらされる映Π」σ0中〔ⅨのレベルをξK と,人間の実践πP筵Lくに
よって到達可能なもろもろの善のうちから最善なものτb&P[στ0νを見極め

る「実践的思量」中P6町σにのレベルがあるとされる、17.しかし人間の「幸
福」は,究極的には,観照においてロゴスの力に与りっつ「真理」を認識す
ることによって実現されることになる、18.何故なら,上述のとおりアリス

トテレスによれば,人間の幸福は,「徳」に基づく心の活動によって実現さ

れるものであるが,真理の認識によってもたらされる「知」の境地こそが,

あらゆる「徳」のなかで最高のものとされるからである、19.彼のこうした

考え方は,観照に基づく真理の探究(理論学)を最上のものとする,彼の哲

学体系とよく合致している、20.そしてこのような「知性的徳」の獲1ずには

教育(教示)δLδασχⅨ入{Ⅸの果たす役割が大であるとされる、21.この点は,

彼の「実践学」を構成する一方の主要著作としての「政治学』が,理想的な

国家(社会)の実現における教育π叫δE{αの意義を説きっつ締めくくられて

いることともよく符合する.また,「知」こそ「善」であり至福の境涯である

という主張は,プラトンの学園アカデメイアに学び,自らもりユケイオンを

開いた彼自身の経験に基づく信念であったのかもしれない.

「倫理的徳」は習慣から生まれる 239

13.フ

「倫理的徳」力0Ⅸ力 dPεM は習慣卵0くから生じるとされる、22.またギリ
シア語の力0、勅(倫理・道徳)は,力00<(人柄)と同根であり,湘0くは語
源的にξ0。く(習慣)に由来している、23.ここから,「倫理的徳」は「人柄」

「倫理的徳」は習慣から生まれる

、,7 Cf.[3] 110335-6

*18 131 1177017-18
、19 Cf.13] 1141018-20
、20 C{.【1] 1026022-23

*21 [31 1103015
、22 13] 1103017
、23 Cf. 141 PP 377 f
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や「人となり」の卓越性を意味するものであり,「習慣」に基づいて形成さ,

れると考えられていることがわかる.さらに湘0くには「住みか」や「住み
慣れた土地」といった社会性・人イ兪性を予測させる意味もあるところから,

アリストテレスは,「倫理的徳」というものを,自然本性的に人間が所有し

ているものとは考えておらず、24,具体的な社会生活における実践をとおし,

習慣づけられることによって形成されるものであると考えているとも言えよ

う、25.だからこそここに,こうした習慣づけの基盤となるべき社会すなわ

ちポリスπ6入[くのあるべき姿にっいての学たる「政治学」力π0入ιTⅨ力が要請
されてくることになるのである.

第13章倫理学とはどんな学問か

13.8

既に指摘したとおり,アリストテレスの r政治学』は,その和訳標題から

受ける印象とは異なり,実際にはポリスという名で呼ばれる社会のあるべき

姿の提示が主題となっている.これはーつには,上述の如く,『ニコマコス

倫理学』で説かれた「倫理的徳」の形成基盤たる社会すなわちポリスの原型

を示すという,彼の実践学的要請に基づいている.実際,『ニコマコス倫理

学』のうちには,彼の実践学的考察が必然的に社会π6入K の学たる「政治

学」力π0入にⅨ力を要請するものであるという趣旨の論述がしばしば見受けら
れる*26

卑26

ポリスとロゴス

☆柴崎文一☆

しかし,このようなアリストテレス実践学の体系性からくる形式的要請に

基づくばかりではなく,ポリスの学たる「政治学」の必要性は,彼の基本的

な人問理解にも深く根ざしているものであるという点を見過ごしてはならな

い.既に見たとおり,アリストテレスの実践学的探求は,「人間にとっての

車24

卑25

131 1103018-19
[31 H03b14-25
13} 1094027-28, blo-11,1099b28-32,110205-13,1181b12-23
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善」の探求から出発している.そしてアリストテレスによれば,人間にとっ

ての善とは,人間が本来持っている働きそPY0νを遺憾なく発揮することに

よって幸福を実現することであり,この「働き」は,「ロゴスを有した心の活

動」であるとされてぃた.ここで彼の『政治学』に目を転じるなら,この書

の冒頭部分で,彼が「人間は本来ロゴスを有するものであるが故に,ポリス

を形成するのである」と指摘していることが,改めて注目される、27.

ポリスとロゴス

しかしながら,「人間は本来ロゴスを有するものであるが故に,ポリスを

形成する」ということの意味は,決して自明なものではない.上述のごと

く,ロゴス入6Y0くは,ギリシア語で「理性」,階兪理」,「言葉」等を意味す
る極めて多義的な語である.このようなロゴスにっいて,アリストテレスは

「政治学』のなかで,とりわけ「有益なこと,有害なこと,したがって正しい

こと,正しくないことを明らかにする」という働きがあるという点にっいて

着目してぃる、28.そして人間は,このようなロゴスを有するが故に善悪正

邪を区別できるのであるが,これはすなわち善悪正邪に関する共通の判断基

準を所有してぃるということにほかならない.言い換えるなら,人間がロゴ

スを所有しているということは,善悪正邪に関する判断基準を共有している

ということにほかならず,この「共有性」に基づいて人問は共同体すなわち

ポリスを形成するとされるのである、29
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ここで再びアリストテレス実践学の出発点に立ち戻るなら,「ロゴスを有

した心の活動」を十全に発揮することが人間にとっての「善」であり,その

実現に向けた学的探求こそ,彼が「実践学」に与えた根本課題であった.そ

してここに見るとおり,言わば人問のロゴス性に基づいてポリスすなわち社

会が必然的に形成されるのであれば,やはり必然的な仕方で,人間にとって

の「善」の実現に向けた学的探求たる「実践学」は,さらにポリスπ6入Lくの

あるべき姿に関する探求としての「政治学」力π0入にⅨ力へと展開することに

、27 [2] 12腿肌、Ⅱ
、28 12] 1253肌4-15
、29 {21 1253014-19
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なるということは極めて自然なことであると言えるだろう

13.9 小括

第13章倫理学とはどんな学問か

この小論では,議論が煩雑になることを避けるためにあえて取り上げな

かったが,『ニコマコス倫理学』ではさらに,上述のような枠組みのもとで,

「倫理的徳」の内容が様々な角度から詳細に論じられてぃる.そしてその内

容は,とりわけ個人としての人間のあるべき姿に重点をおくものとなって

いる.一方「政治学』では,理想的な社会(ポリス)に関するアリストテレ

スの見解が詳細に論じられている.こうして,実質的には「ニコマコス倫理

学』と『政治学』の二著によって構成される彼の「実践学」は,「個人として

の人間」と「社会」の両面に関する<あるべき姿>にっいての学として,壮

麗な体系を形作っているのである.そして,このようなアリストテレス実践

学の伝統に基づくものを,今日我々が「倫理学」と呼ぶのであれば,「倫理

学」とは,本来,「個人としての人間」と「社会」の<あるべき姿>を探求す

る学的営みであると規定することができるであろう.

☆柴崎文一☆
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